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「月の海にそびえ立つ、紅（くれない）のプームーン城•••。」 -STORY-I
「満月」が高く光っている。それは普段、知っていても気付かないだけで立ち止まったある瞬間

に吸い込まれる様に見とれてしまう。 二人の男がその月に気付いた所からこの物語は始まる。

暗い空に、青白く遠い抜け道のごとく光る「満月」に・・・。

「閉じこめられちゃったみたいだね。爾降ってると」 STORY-2 

男の一人は'’プウ＂の八太（ヤエタ）。彼女の部屋にころがりこみ、毎日毎日ゴロリと背を丸め「将

来」を見上げているだけで、立ち上がろうともしない。そんな八太と恋愛をしてしまったミサキ。慟か

ない八太に呆れながらも同棲を形にする為、現実的にスーパーのレジを打つ日々。

「楽しいねぇ、二人とも、毎日さ」 STORY-3 

そして、幼なじみの八太に歩調を合わせる様に、のらくらとヒ＿口＿ショ＿でパイトをしながら暮ら

しているもう一人の男テッロ＿。三人の“日常＂はカラ回りする様にただ流れていた。つまづいた

ものは“生活”。八太は、ミサキに対して莫大な時間をムダに過ごしている焦りや、罪悪感を曖昧

に誤魔化し、甘えきった生活をしている。それを突き放せないミサキ。彼女はささやかな八太との生

活を守る事に精一杯になり、自分のいらだちを考えないようにしていた。不安を誤魔化して八太に

接するミサキ。しかし、気付かない振りの八太は、テッローの後にくっついてはしゃぎ回る。

「飛べる？ あたし飛べるよ、あの柵くらい」 STORY-4 

自分の将来を見上げた時の限界を感じているテッローは言う。「みんなヒーローになれる訳ね

ーんだからさ」楽しければいい。そんな時間が“なんとなく”八太達を包んでいく。生活を大切に

思い懸命に慟くパカらしさと疎外感を覚えるミサキは、いつもの様にはしゃぐ二人に言い放つ「ガ

キくさい」突き付けられた感情に反発する八太。が、ミサキ、テッローはそれぞれが想いを馳せ「上」

をきちんと見上げ始める。とっくに気付いていた現実に八太は・・・。

瀧しい言葉

じつま合わせ

風に漬され

□1'll7年 r鬼畜大宴会」 1999年「NN89ll02」 rどんてん生活」と大阪芸大の卒業製作の中から今、「新しい波」が生まれつつある。涌外の

映l!i祭など内舌題になったこれ以り作品が2001年に公開された「空の穴」に統いてようやく元木侵史監督の第一回劇場公開が決定した。

□監督の元木怪史は l973年神戸生まれ。平成5年に大阪芸術大学映像学科に入学。「鬼畜大宴会」の熊切和嘉や「悲しくなるほど不

実な夜空に」の字治田歴史そして「東京ハレンチ天国・さよならのプルース」の監督本田怪ーと同作と「どんてん生活」主演の山本浩司

と同期生で、特に山本と本Illとは〈ダイマ夜企再）なるグループを結成し、「やるせなき狼Jシリーズなどを共同で監督していた。平成 l0年

に同大学の大学院に進み、修士作品として35mmで本作「プウテンノッキ」を完成。現在大阪芸術大学大学院副手として中島貞夫監督

の助手を動めながら山下敦弘監督の「（仮）ばかのハコ船」のライン・プロデューサーも務めている。その他に8mm 「小夜子」 16mm 「

Dobuyoko AngeU がある。「東京ハレンチ天国・さよならのプルース」にはGSグループ「ザ・ドンキーズ」のリーダー役で出演もしている

□主人公ヤエタ役の言永嘴平は、平成8年に「TEAM火の車Jに入団し芝居を始める。 TV•映両・算台などの様々な作品に出演する。

元木監督作品への出演は、今回で3作廿となる。主な出濱作は、テレピ「新・部長刑事」「ヅラがない」映ii「麟J （坂本順治監督）「複

ろの正薗J●台「かわら版・忠臣薦」「女やさかい」「鷺田行覇幽」尋．現在もTV、算台を中心に活躇中。

口ミサキ役の北Ill干喜は平成7年にマイムプロダクションに入所。エキストラに始まり、ドテマ・CM・賃台で経験を積む。主な出演作品は、テレビ「レイ

クサイドストーリーJ CM 「タイガーカセットコンロ」貫台「花よりタンゴ」（鑽売テレピ主●）「村沢木置の嘉賣櫨い」「リビート」（劇団アクスピ）

口讐鳥テッロー役のはだ一鯖は「創団新幹線Jに入団し平成7年に初鐸台をふむ。以降、全ての本公演に出演し、劇団外でも奪井英

和の「石Ill五右衛門」に参加。平成9年と ll年には関百TVにて放送された作品「噺・鯰風割乱刃行」「暮末群星●」に主役で出演。

—- 口伽えて「仁義なき戦い」甘原文太扮する広能昌三の子分・岩見益夫の役など中島貞夫や深作欣二などの東映作品で印象的だっ

た野口貴史が倶璽司役で特別出漬している。

この作品「プウテンノッキ」を創った元木君とは、学部・大学院を通じて6年間、つき合った仲である。映画好きの好青年で、映画制作に対する思い入れは充分な男だが、どうやらこの作品の主人公同様‘‘甘え’'のきつい

男でもあった。「でもあった」と過去形にしたのは、どうやら元木君、この作品を制作するプロセスの中で、“甘え＂が一体どんなものか、どうやら自分なりに掴めたらしく、以来いささかの変貌を見せているからである。 この時

機（人生の）、とことん己を注ぎ込んで映画を一本撮るということは、並みのエネルギーで出来ることではない。悪載苦闘、もがき苦しんでいたが、私は冷たく見つめていた。そんな時複が、過去、自分にもあったから・・・。

作品の評価は、ご覧いただ＜皆様がくださればそれで良いこと。ただ、彼がこの時機、この作品で己を正視し、この作品に今の己の全てを叩き込んだことだけは、確かである。」 中島貞夫（映画監督）
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2002年 3/9（土）～22（金）レイトショー公欝l 連口PM9:10~
前売：1300円（近日発売！） 当日一般：1500円 学生：1400円＊日曜休映
前売：2作品共通券1800円 ※チケットぴあ 共通⑰コード407389 羅羅羅
（「どんてん生活」＋「東京ハレンチ天国・さよならのブルース」＋「悲しくなるほど不実な夜空に」＋「プウテンノツキ」うち2作品／近日発売！）

神戸：神戸アートピレッジ・センター2002年来春～以降連続上映 名古屋：2002年来春公開予定


